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〔研究分野：疾病の神経生物学〕 
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５． 研究期間 平成２１年４月１日～平成２４年３月３１日 
 
６． 研究の概要，成果及び意義（1000 字） 
 当グループでは、小児期における生活環境要因としての、身体的虐待や精神的虐待（暴言虐待や両親

間の家庭内暴力暴露）などの不適切な養育が子ども達の健全な「脳の発育・発達」にどのような影響を

与えるかについて日米双方で検討する共同研究を行った（友田、大城、鈴木）。また、被虐待児の ADHD
様症状に着目し、ADHD 患児における脳内報酬系に対する MPH 治療有効性に関わる臨床評価のための

fMRI 研究を国内で遂行しその成果を協働で討議した（友田、水野、米田）。 
 「暴言虐待」では、コミュニケーション能力に重要な役割を持つ聴覚野で大脳白質髄鞘化が異常をきた

したりすることが明らかになった。さらに、「両親間の家庭内暴力暴露」では、最初に目に映った情報

を処理する脳の視覚野で脳の容積が減少していることも明らかになった。 
 一方、ADHD 患者では報酬系の障害による報酬遅延や報酬への感受性、ならびにドパミン神経系の異

常が認められている。そこで当グループでは、中枢刺激薬メチルフェニデート（MPH）によるドパミン

神経系の改善効果を、fMRI を用いて報酬課題遂行中の報酬系関連脳領域における報酬獲得時の神経賦

活度により間接的に評価可能かどうか検証するために、学童期の ADHD 患者における MPH 投薬前後

の報酬系の脳神経基盤を fMRI により評価した。その結果、未治療の小児 ADHD 患者と健常者の比較

解析から、未治療の ADHD 患者において低い金銭報酬獲得時両側視床（特に Dorsomedial nucleus を



中心とした領域）および側坐核の賦活度が有意に低下していた。また、治療後は症状改善とともに改善

した。ADHD の鑑別とその神経病態生理の解明に fMRI は有用である可能性が示唆された。 
平成 24 年度は本研究計画の最終年度に当たるため、シンポジウム形式でこれまで得られた成果の発表

を行い活発な討議を行った(友田、八ツ賀、松浦、増田、添付写真) 
 これまで日米共同で検討がなされてきた成果を、ハーバード大学（Boston, USA）や神経放射

線国際会議米国児童精神医学会議、北米神経科学会等で発表した。さらに、得られた成果を下記

の通り論文投稿または発表した。  
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７． その他（実施上の問題点，特記事項等） 

特記事項なし 
 
 
◎ 参考資料があれば，添付ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




